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二
月
、立
春
。

寒
中
よ
り
も
寒

い
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、

霜
や
雪
を
し
の

い
で
梅
は
咲
き
、

春
の
息
吹
き
を
と
と
の
え
は

じ
め
ま
す
。
十
一
日
は
紀
元

節
、
建
国
記
念
日
で
も
あ
り

ま
す
。
人
に
と
っ
て
も
企
業

に
と
っ
て
も
国
家
に
と
っ
て

も
誕
生
日
は
極
め
て
大
切
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
誕
生
日
も
始
源
に
感
謝
を

し
、
新
た
な
る
未
来
へ
の
充

実
を
期
す
る
契
機
で
あ
る
か

ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
▼
人
の

集
ま
り
の
最
小
単
位
で
あ
る

家
庭
に
あ
っ
て
は
家
の
成
り

立
ち
、
家
の
あ
る
べ
き
姿
の

追
求
い
わ
ゆ
る
家
風
の
確
立

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
家
庭
に

あ
っ
て
各
々
の
人
の
誕
生
が

如
何
に
祝
福
さ
れ
る
か
が
人

生
へ
の
確
実
な
歩
み
へ
の
一

歩
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
校
に
あ
っ
て
は
建
学
の
精

神
に
基
づ
く
校
風
の
確
立
、

企
業
に
あ
っ
て
は
企
業
活
動
、

倫
理
な
ど
の
社
風
、
国
家
に

あ
っ
て
は
各
々
の
人
々
や
集

合
体
に
基
盤
を
置
い
て
成
立

の
歴
史
、追
及
す
べ
き
目
的
、

政
治
体
制
の
あ
り
方
な
ど
に

国
の
風
が
確
立
さ
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
風
の
潮
流
に
美
風
や
清

風
や
暴
風
な
ど
様
々
の
形
態

が
あ
り
、
時
代
や
人
や
構
成

員
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
ま

す
。
昨
今
の
社
会
に
は
汚
風

や
強
欲
風
な
ど
ふ
さ
わ
し
く

な
い
風
が
吹
い
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
再
度
、
日

本
の
美
風
、
伝
統
の
風
を
吹

か
せ
た
い
も
の
で
す
。
自
然

を
愛
し
人
を
大
切
に
し
、
秩

序
あ
る
社
会
作
り
の
風
を
追

風
と
す
る
共
生
社
会
実
現
の

銭
湯
に
し
た
い
も
の
で
す
。

迅
陣
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を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
良
き

日
に
あ
た
り
晴
れ
て
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
方
々
を
は
じ

め
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た

諸
先
生
、
先
輩
方
に
心
よ
り

敬
愛
を
表
す
と
と
も
に
、
私

達
業
界
に
対
し
一
層
の
ご
指

導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最

後
に
、
ご
来
会
の
皆
様
方
に

感
謝
し
、
五
〇
周
年
式
典
の

式
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
　
こ
の
あ
と
功
労
者
表
彰
に

移
り
、
神
奈
川
県
知
事
感
謝

状
に
二
名
、
神
奈
川
県
組
合

理
事
長
感
謝
状
に
二
十
九
名

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
小
野
義
博
県

副
知
事
、
山
田
吉
三
郎
県
議

会
議
員
、
全
浴
連
高
橋
元
彰

理
事
長
、
神
奈
川
県
指
導
セ

ン
タ
ー
八
亀
忠
勝
理
事
長
、

神
奈
川
県
生
活
衛
生
同
業
組

合
中
央
会
平
山
正
晴
会
長
他

多
数
の
来
賓
か
ら
の
祝
辞
が

あ
り
、
最
後
に
石
髙
末
二
副

理
事
長
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ

た
。
　
午
後
五
時
か
ら
は
祝
賀
会

が
開
宴
さ
れ
、
多
数
の
来

賓
、
組
合
員
の
歓
談
の
中
で

無
事
、
閉
宴
し
た
。

衛
生
は
も
と
よ
り
、
井
戸
端

会
議
の
場
と
し
て
、
さ
さ
や

か
で
は
あ
り
ま
す
が
寄
与
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
経
済
の
高
度
成
長

に
伴
う
住
宅
環
境
の
高
度
化

に
よ
り
、
家
庭
風
呂
の
普

及
、
レ
ジ
ャ
ー
志
向
の
大
型

浴
場
の
新
規
参
入
等
に
よ
り

入
浴
客
が
次
第
に
減
少
し
収

入
減
と
な
り
、
加
え
て
後
継

者
不
足
の
問
題
を
抱
え
、
当

業
界
は
毎
年
転
廃
業
が
続
出

し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

し
か
し
、
町
の
銭
湯
は
や
は

り
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
し
て
の
高
齢
者
の
憩

い
の
場
、
ご
近
所
の
触
れ
合

い
の
場
、
勤
労
者
の
一
日
の

疲
れ
を
癒
す
場
で
も
あ
り
ま

す
。
最
近
、
地
域
社
会
が
崩

壊
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
が
、
銭
湯
を
利
用

い
た
だ
く
お
客
様
の
為
に
爽

や
か
で
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ

る
様
な
魅
力
あ
る
銭
湯
作
り

念
式
典
を
神
奈
川
県
知
事
松

沢
成
文
様
の
ご
臨
席
を
賜
り

挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に

光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
組
合

員
一
同
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
謹
ん
で
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
公
私
極
め
て
ご
多
忙

の
中
、
国
会
議
員
・
県
会
議

員
の
諸
先
生
さ
ら
に
は
、
関

係
団
体
の
皆
様
に
も
多
数
ご

出
席
を
頂
き
盛
大
に
執
り
行

う
こ
と
が
出
来
ま
す
事
を
深

く
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
、
各
生
活
衛
生
同
業

組
合
・
市
町
村
・
多
く
の
団

体
が
本
年
前
後
の
年
に
五
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
。
日
本
が

終
戦
後
の
混
乱
か
ら
立
ち
直

ろ
う
と
し
て
い
る
昭
和
三
十

四
年
二
月
五
日
に
当
組
合
も

産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の

頃
が
、
高
度
経
済
成
長
を
遂

げ
る
元
年
の
年
に
あ
た
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

か
え
り
み
ま
す
と
、
戦
後
の

激
動
の
時
期
を
乗
り
越
え
、

地
域
に
お
け
る
住
民
の
保
健

組
合
の
高
橋
清
隆
理
事
長
か

ら
式
辞
が
以
下
の
通
り
述
べ

ら
れ
た
。

　
「
正
月
の
余
韻
が
ま
だ
残

り
春
遠
し
と
お
も
わ
れ
る
本

年
一
月
二
十
二
日
、
開
港
一

五
〇
周
年
で
賑
わ
っ
て
い
る

横
浜
で
、
創
立
五
〇
周
年
記

　
神
奈
川
県
組
合
創
立
　
周
５０

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
一

月
二
十
二
日
（
木
）、
午
後
三

時
か
ら
横
浜
市
の
横
浜
ロ
イ

ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
。

　
山
本
龍
行
副
理
事
長
の
開

会
の
辞
の
あ
と
、
神
奈
川
県

　

全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
　
月
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
み
ん

１２

な
で
で
き
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」
を
作
成
し
、
各
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
を

通
し
て
配
布
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
者
に
向
け
て
啓
発
活
動
を
す
す
め
て
い
る
。
公

衆
浴
場
業
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
生
活
に
密
着
し
た
業
で
あ
り
、
不
特
定
多
数

が
利
用
す
る
機
会
の
多
い
業
種
の
た
め
、
万
が
一
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
場
合
に
は
従
業
員
が
感
染
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
感
染
拡
大
防
止
に

も
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
が
あ
る
。
お
り
し
も
、
新
年
早
々
、
東
京
都
町
田
市
の

「
鶴
川
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
病
院
」
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感
染
が
あ
り
、
三
人
が

死
亡
し
、
発
症
者
は
一
月
二
十
一
日
現
在
百
十
六
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
茨

城
県
古
河
市
の
私
立
病
院
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感
染
が
起
き
て
、
患
者
の

一
人
が
死
亡
、
十
八
人
が
発
症
し
て
い
る
（
一
月
二
十
六
日
現
在
）。
こ
の
よ
う
な
中

で
公
衆
浴
場
業
に
と
っ
て
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
重
要
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。「
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
み
な
さ
ん
へ
～
み
ん
な
で
で
き
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
」
の
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

感
染
予
防
対
策
が
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す

　
現
在
は
未
発
生
期
で
あ

り
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
営

業
者
は
、
感
染
予
防
対
策
や

行
動
計
画
を
検
討
・
立
案
す

る
時
期
で
す
。
そ
の
こ
と
が

国
内
発
生
早
期
以
降
の
感
染

予
防
と
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①
迅
速
な
意
思
決
定
が
可
能

な
体
制
の
確
立

②
従
業
員
や
利
用
客
等
を
守

る
感
染
予
防
対
策
の
実
施

③
発
生
時
に
お
け
る
事
業
継

続
計
画
の
検
討
・
策
定

④
定
期
的
な
従
業
員
へ
の
教

育
・
訓
練
の
実
施

　
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

増
刷
中
だ
が
、
追
加
配
布
を

希
望
す
る
組
合
員
は
指
導
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

と
が
、
拡
大
予
防
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ

う
。
日
頃
の
仕
事
を
通
し

て
、
正
し
い
清
掃
・
消
毒
方

法
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
の
波
は
、
一
つ
の
波
が

２
カ
月
程
度
続
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
度
流
行
が
終
わ

っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
波
が

繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
長
期
的
な
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
予
防
対
策
の
い
ろ
い
ろ

　
（
表
―
２
参
照
）

◎
営
業
を
継
続
す
る
た
め
の

清
掃
・
消
毒
方
法
を
習
慣
化

し
ま
し
ょ
う

　
生
衛
業
は
国
民
生
活
に
密

着
し
た
営
業
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
不
特
定
多
数
の
方
が
利

用
す
る
機
会
が
多
い
業
種
で

す
。
生
衛
業
に
お
け
る
対
策

は
拡
大
予
防
の
要
と
い
え
ま

す
。
生
衛
業
に
お
け
る
衛
生

対
策
は
、
こ
れ
ま
で
も
感
染

症
拡
大
予
防
に
大
き
な
効
果

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
お
い

て
も
、
個
々
の
営
業
者
に
お

い
て
衛
生
管
理
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃

の
衛
生
対
策
を
徹
底
す
る
こ

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
感
染
経

路
を
知
り
、
必
要
な
予
防
対

策
を
取
れ
ば
被
害
の
拡
大
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
出

来
る
で
し
ょ
う
。

　
飛
沫
感
染
＝
感
染
し
た
人

が
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
こ

と
で
排
泄
す
る
飛
沫
が
飛
散

し
、
こ
れ
を
他
の
人
が
鼻
や

口
か
ら
吸
い
込
み
、
粘
膜
に

接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
す
る

　
接
触
感
染
＝
ウ
イ
ル
ス
と

粘
膜
等
の
直
接
的
な
接
触
、

あ
る
い
は
環
境
な
ど
を
介
す

る
間
接
的
な
接
触
に
よ
っ
て

感
染
す
る

　
「
飛
沫
感
染
予
防
」
に
は

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
有
効

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

対
す
る
対
策
は
通
常
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
延
長
線

上
に
あ
り
ま
す
。
熱
、
咳
、

く
し
ゃ
み
等
の
症
状
の
あ
る

人
に
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
け

て
も
ら
う
こ
と
、
こ
の
よ
う

な
人
と
接
す
る
時
に
は
マ
ス

ク
を
着
け
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
を

お
さ
え
た
手
、
鼻
を
か
ん
だ

手
は
直
ち
に
洗
う
こ
と
も
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に

必
要
な
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

で
す
。
外
出
後
の
手
洗
い
を

日
常
的
に
行
い
、
流
行
地
へ

の
渡
航
、
人
混
み
や
繁
華
街

へ
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

◎
日
常
業
務
の
中
で
正
し
い

よ
る
物
資
不
足
な
ど
に
よ
り

莫
大
な
経
済
的
損
失
や
、
社

会
不
安
の
増
大
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
東
京
都
で
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

場
合
、
最
大
で
都
民
の
三
割

に
あ
た
る
約
三
百
八
十
万
人

が
感
染
、
う
ち
約
二
十
九
万

人
が
入
院
、
約
一
万
四
千
人

が
死
亡
と
い
う
想
定
が
さ
れ

て
い
る
。

　
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

の
訓
練
も
行
わ
れ
る
な
ど
自

治
体
を
含
め
て
万
全
を
期
し

て
い
る
。

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し

い
知
識
を
持
つ
②
日
常
業
務

の
中
で
正
し
い
清
掃
・
消
毒
方

法
を
習
慣
化
す
る
③
職
場
で

の
感
染
予
防
策
を
検
討
し
役

割
を
明
確
に
す
る
④
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
の
対

応
を
決
め
て
お
く
の
４
点
。

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

正
し
い
知
識
を
持
ち
ま
し
ょ

う
（
表
―
１
参
照
）

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
経
路
は
飛
沫
感
染
と
接

触
感
染
で
す

　
感
染
性
が
強
く
、
大
流
行

（
＝
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
そ
の
主

な
感
染
経
路
は
、
通
常
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
飛

沫
感
染
と
接
触
感
染
で
あ
る

に
対
す
る
免
疫
を
持
っ
て
い

な
い
た
め
、
世
界
的
広
が
り

で
大
き
な
健
康
被
害
が
発

生
、
こ
れ
に
伴
う
社
会
的
悪

影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
国
内
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
全

人
口
の
四
人
に
一
人
が
発
症

し
、
受
診
患
者
は
一
、
三
〇

〇
～
二
、
五
〇
〇
万
人
、
入

院
患
者
は
五
百
～
二
百
万

人
、
死
亡
者
は
十
七
万
～
六

十
四
万
人
と
想
定
さ
れ
て
い

る
（
関
係
省
庁
対
策
会
議
）。

　
こ
の
場
合
、
日
常
生
活
や

事
業
活
動
に
対
す
る
制
限
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
食

料
品
・
生
活
必
需
品
等
の
提

供
に
従
事
す
る
人
の
感
染
に

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

世
界
的
な
大
流
行
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
＝
爆
発
感
染
）
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は

ま
だ
発
生
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
現
在
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
変
異
し
、
ヒ
ト

に
感
染
す
る
可
能
性
は
か
な

り
高
い
と
指
摘
す
る
専
門
家

も
い
る
。
そ
の
場
合
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
新
型
ウ
ィ
ル
ス

表－２　　　新型インフルエンザ感染予防対策のいろいろ

感染予防対策には、薬剤を用いる処置と、薬剤を用いない処置がありますが、それら
をうまく組み合わせて効果的な予防対策をたてましょう

注意点予防対策

発病者の２メートル以内に近づかない。不要不急な外出を避
けて、人ごみには出かけないことが飛沫感染予防になる。

人との距離の保持

水と石鹸によるていねいな手洗いを行う。（消毒用アルコー
ル製剤も有効）

手指の衛生

有症状者はマスクを着用し、ウイルスを含む飛沫を飛散させ
ない。

咳エチケット

よく触れるところをふき取り清掃すること、必要なら消毒す
る。

職場の清掃・消毒

新型インフルエンザと通常のインフルエンザの同時流行も予
測されるので、通常のインフルエンザの重症化を予防するこ
とによって、医療機関の混雑緩和につながり、新型インフル
エンザへの医療体制が確保されることが期待される。

通常のインフルエンザ
ワクチンの接種

表ー１

人から人へと効率よく感染するようになった、新型のイ
ンフルエンザウイルスが人に感染して起こる疾患です。

新型インフルエンザ
とは

発生時の症状や、病状の経過などは未確定の部分が多
く、発生後でないと確定しませんが、通常のインフルエ
ンザでは、３８℃以上の発熱、咳・くしゃみ等の呼吸器症
状、頭痛、関節痛、全身倦怠感等です。

発生時の症状は

潜伏期間も未確定ですが、通常のインフルエンザでは２
～５日間です。

潜伏期間は

通常のインフルエンザと同様、飛沫感染、接触感染が予
想されます。

感染経路は

治療方法は確立していませんが、通常のインフルエンザ
に有効である抗インフルエンザウイルス薬（タミフル、
リレンザ）が有効ではないかと期待されます。

治療方法は

新型インフルエンザは、通常のインフルエンザに比べ、
人が免疫を持っていないために感染性が強く、多数の人
が感染し大流行（＝パンデミック）する危険性が予想さ
れています。

流行性は

福
岡
県
組
合
 

料

金

改

正

　
福
岡
県
組
合
（
中
島
勝
美

理
事
長
）
は
、
大
人
料
金
を

四
四
〇
円
（
旧
四
一
〇
円
）、

中
人
料
金
を
一
八
〇
円
（
旧

一
七
〇
円
）
、
小
人
料
金
を

七
〇
円
（
旧
六
〇
円
）
に
引

き
上
げ
、
二
月
十
六
日
か
ら

新
料
金
を
実
施
す
る
。

和
歌
山
県
組
合
 

料

金

改

正

　
和
歌
山
県
組
合
（
桝
谷
久

雄
理
事
長
）
は
、
大
人
料
金

を
四
二
〇
円
（
旧
三
九
〇
円
）

に
引
き
上
げ
、
二
月
一
日
か

ら
実
施
す
る
。

　
な
お
、
中
人
料
金
一
四
〇

円
、
小
人
料
金
八
〇
円
は
据

え
置
き
と
な
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
組
合

お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
組
合
員
各
位
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
申
し
あ
げ
ま
し
て
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
」
と
挨

拶
し
た
（
写
真
）。

　
続
い
て
国
会
議
員
、
東
京

都
議
会
議
員
、
東
京
都
の
生

活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
長
な
ど

来
賓
か
ら
祝
辞
と
激
励
の
言

葉
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
東
浴
信
用
組
合

の
金
山
理
事
長
の
音
頭
で
乾

杯
、
祝
宴
に
入
っ
た
。
宴
会

で
は
和
や
か
に
歓
談
、
関
副

理
事
長
の
閉
会
の
言
葉
で
新

年
会
を
終
了
し
た
。

恵
の
宝
庫
で
あ
る
、
そ
し
て

賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
と
申
し

て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
浴
場

業
は
徳
川
家
康
入
府
以
来
四

百
年
余
の
伝
統
を
も
っ
て
お

り
ま
す
。
今
こ
そ
こ
の
伝
統

を
大
切
に
し
て
地
域
社
会
に

根
付
い
た
日
本
的
価
値
の
復

活
に
向
け
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。八
百
五
十
軒

の
組
合
員
が
一
軒
も
減
る
こ

と
な
く
、
未
来
に
向
け
て
確

実
に
歩
ん
で
い
く
、
そ
の
職

責
の
た
め
に
私
た
ち
三
組
合

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
、
特
徴
を

生
か
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
旧
に
倍

し
ま
し
て
本
日
ご
来
会
の
皆

様
方
の
格
段
の
お
力
添
え
を

し
た
。
こ
の
き
び
し
い
経
済

状
況
の
中
で
八
百
半
ば
あ
る

こ
と
は
、
ひ
と
え
に
本
日
お

集
ま
り
の
国
会
議
員
、
都
議

会
議
員
を
始
め
と
す
る
関
係

各
位
の
格
段
の
お
力
が
あ
っ

た
こ
と
と
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
三
組

合
そ
れ
ぞ
れ
事
情
を
か
か
え

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
私

ど
も
に
と
っ
て
良
い
年
に
な

る
の
か
な
、
一
つ
の
回
帰
点

に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
と
申
し
ま
す

の
は
市
場
原
理
主
義
、

さ
ら
に
は
拝
金
的
強
欲

資
本
主
義
が
破
綻
を
し

た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
不
幸
な

方
々
も
多
く
お
り
、
そ

れ
ら
の
方
々
に
は
ご
同

情
申
し
あ
げ
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
を
契
機
と
し

て
ま
さ
に
日
本
的
な
も

の
に
回
帰
が
始
ま
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
伝
統
や
地
域
社
会

を
大
事
に
す
る
こ
と
が

日
本
社
会
の
基
本
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
古

人
た
ち
は
、
伝
統
は
知

年
の
新
春
を
寿
ぎ
ま
す
三
組

合
の
合
同
新
年
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
国
、
東

京
都
、
自
民
党
東
京
都
連
、

指
導
セ
ン
タ
ー
、
関
連
団
体

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
出
か
け
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
考
え
て
見
ま
す
と
私

ど
も
は
か
つ
て
二
千
七
百
軒

の
組
合
員
が
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
一
月
を
迎
え

ま
し
て
八
百
軒
も
半
ば
と
い

う
数
値
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

　
東
浴
生
活
衛
生
同
業
組

合
、
東
浴
信
用
組
合
、
東
浴

国
民
健
康
保
険
組
合
の
三
組

合
に
よ
る
合
同
新
年
会
が
、

一
月
十
六
日
東
京
都
港
区
の

「
明
治
記
念
館
」
に
お
い
て

開
か
れ
た
。

　
村
上
常
務
理
事
が
司
会
・

進
行
を
つ
と
め
、
三
組
合
を

代
表
し
て
東
浴
生
活
衛
生
同

業
組
合
の
高
橋
理
事
長
が

「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
一

東
浴
三
組
合
  合
同
新
年
会

６
カ
月
以
内
（
今
年
３
月
　３１

日
迄
）
に
改
正
後
の
温
泉
法

に
基
づ
き
、
確
認
及
び
許
可

の
申
請
が
必
要
と
な
る
。

　
同
じ
く
ハ
ー
ド
面
の
対
策

は
平
成
　
年
３
月
末
ま
で
の

２２

申
請
が
必
要
。

　
申
請
に
対
す
る
疑
問
点
、

内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
「
各

都
道
府
県
温
泉
担
当
部
局
・

担
当
課
」
に
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。

　
温
泉
の
採
取
等
に
伴
い
、発

生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に

よ
る
災
害
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、温
泉
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
昨
年

　
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

１０　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
す
で

に
温
泉
の
採
取
に
よ
っ
て
営

業
を
行
っ
て
い
る
浴
場
が
引

き
続
い
て
当
該
行
為
を
行
う

場
合
に
は
、
ソ
フ
ト
面
に
お

い
て
は
改
正
法
の
施
行
か
ら

温
泉
法
一
部
改
正

全
国
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

功労者との記念撮影
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鞠
吉

蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻

平成２１年１月１９日現在

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

５
０
０
円
）、　

日
の
『
ふ
れ

２６

あ
い
入
浴
デ
ー
』（
　
歳
以

６５

上
の
高
齢
者
無
料
）
な
ど
こ

れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
き
た

い
」（
県
組
合
）
と
し
て
い

る
。

の
部
　
枚
の
合
計
　
枚
が
集

１２

６４

ま
っ
た
。
昨
年
　
月
に
選
考

１２

会
が
行
な
わ
れ
、
１
月
　
日
１７

の
表
彰
式
と
な
っ
た
も
の
。

　
な
お
、
来
年
度
の
「
三
世

代
親
子
交
流
福
祉
入
浴
デ

ー
」
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
大
人

の
部
の
特
賞
図
画
を
採
用
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
こ
の
三
世
代
親
子
交
流

福
祉
入
浴
デ
ー
も
来
年
度
に

は
４
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、

定
着
し
て

い
ま
す
。

１
月
の
屠

蘇
湯
、
２

月
の
 晩
 
ば
ん

 白
 
ぺ
い

 柚
 の
湯
な

ゆど
の
季
節

ご
と
の
イ

ベ
ン
ト
や

毎
月
　
日
２２

の
『
ふ
う

ふ
の
日
』

（
夫
婦
一

組
の
料
金

福
祉
入
浴
デ
ー
」
と
定
め
、

親
子
三
世
代
で
入
浴
の
場
合

は
全
員
無
料
、
小
学
生
以
下

の
入
浴
無
料
、
大
人
１
人
で

の
入
浴
は
通
常
４
１
０
円
を

３
０
０
円
と
す
る
な
ど
利
用

客
か
ら
は
大
変
評
判
が
良

い
。
　
こ
の
福
祉
入
浴
デ
ー
の

図
画
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、大
人
の
部
　
枚
、小
学

１２

生
の
部
　
枚
、
６
歳
以
下

４０

賞
１
名
、
入
賞
２
名
を
決
定

し
、
１
月
　
日
に
表
彰
式
を

１７

行
な
っ
た
（
写
真
）。

　
県
組
合
で
は
平
成
　
年
よ

１８

り
　
月
　
日
（
勤
労
感
謝
の

１１

２３

日
）
を
「
三
世
代
親
子
交
流

　
福
岡
県
組
合
（
中
島
勝
美

理
事
長
）
は
「
三
世
代
親
子

交
流
福
祉
入
浴
デ
ー
」
の
図

画
を
募
集
し
た
が
、
選
考
の

結
果
、
大
人
、
小
学
生
、
６

歳
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
特

旺

王

欧

翁

横

横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

  福
岡
県
組
合
  

「
三
世
代
親
子
交
流
福
祉
入
浴
デ
ー
」

特
賞
・
入
賞
者
を
表
彰

北
浦
賀
代
子

幕
間
や
床
本
集
を
買
初
に

裸
木
の
電
飾
の
青
纏
（
ま
と
）
ひ
け
り

中
江
　
司
郎

掌
（
て
の
ひ
ら
）
に
重
さ
残
せ
り
喧
嘩
独
楽

燈
籠
の
百
に
冬
日
の
座
り
を
り

明
円
の
ぼ
る

煮
大
根
の
妻
薄
味
を
好
み
け
り

人
形
の
加
賀
鳶
な
り
し
白
障
子

安
川
恵
美
子

初
鴉
玉   
の
井
覗
く
二
三
人

※

一
斉
に
飛
び
立
つ
雀
初
景
色

山
本
　
睦
子

玉
の
井
の
水
手
に
受
く
る
今
朝
の
春

さ
え
ざ
え
と
朱
唇（
し
ゅ
し
ん
）の
残
る
観
世
音

　
※
＝
住
吉
大
海
人
神
社

阿
戸
　
敏
明

屠
蘇（
と
そ
）袋
振
れ
ば
日
差
し
の
音
し
た
り

初
雀
竹
数
幹
を
も
て
迎
ふ

谷
下
　
一
玄

妻
に
合
は
す
朝
の
寝
坊
の
四
日
か
な

元
旦
は
や
血
を
濾（
こ
）し
て
ゐ
る
妻
の
こ
と

林
　
な
つ
を

初
旅
は
富
士
の
裏
側
表
側

初
暦
繰
れ
ば
月
日
押
し
寄
せ
て

奥
野
　
千
秋

タ
ク
シ
ー
の
恵
方
を
向
い
て
客
待
て
り

飛
び
出
し
て
霰（
あ
ら
れ
）固
し
と
云
ふ
子
か
な

河
隅
　
恵
子

掌
に
の
せ
て
縮
緬（
ち
り
め
ん
）の
丑
年
迎
ふ

巻
き
ぐ
せ
の
あ
ま
す
暦
や
初
茜

　
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
か
ら
近

鉄
に
乗
り
、
四
日
市
駅
で

下
車
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
の

商
店
街
を
通
り
抜
け
て
歩

く
こ
と
約
　

分
余
り
で

１０

「
玉
の
湯
」
に
到
着
す
る
。

　
終
戦
後
、
世
の
中
が
よ

う
や
く
落
ち
着
い
た
昭
和

　
年
に
現
在
地
で
開
業
し

２６た
。
　
「
四
日
市
塩
浜
出
身
の

初
代
の
父
が
　

歳
位
の

２６

時
、
確
実
に
日
銭
が
入
る

と
い
う
理
由
で
始
め
た
そ

う
で
す
。
そ
の
頃
は
自
家

風
呂
も
少
な
く
銭
湯
は
た

だ
開
く
だ
け
で
満
員
盛

況
、
お
客
さ
ん
は
自
分
の

洗
い
場
を
確
保
す
る
の
が

や
っ
と
と
い
う
状
態
で
、

今
か
ら
は
と
て
も
想
像
で

き
な
い
黄
金
時
代
で
し
た

か
ら
…
」
と
話
す
の
は
二

代
目
の
田
中
茂
毅
さ
ん

（
　
歳
）
。

４７
　
名
古
屋
市
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
関
係
の
会
社
で
３

年
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
経
験
し
た
が
、
「
長
男

の
兄
が
東
京
へ
行
っ
て
し

ま
い
、
結
局
次
男
の
私
が

　
歳
で
継
ぐ
こ
と
に
な
り

２５ま
し
た
が
、
幼
い
頃
か
ら

銭
湯
の
世
界
に
な
じ
ん
で

ま
し
た
か
ら
何
の
抵
抗
も

な
く
こ
の
世
界
に
入
り
ま

し
た
」
と
話
す
若
き
二
代

目
は
三
重
県
組
合
の
理
事

長
と
い
う
要
職
に
も
つ
い

て
い
て
多
忙
な
毎
日
を
送

っ
て
い
る
。

　
「
玉
の
湯
」
の
自
慢
は

サ
ウ
ナ
（
別
料
金
）
と
ラ

ド
ン
湯
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
豊
富
な
井
戸
水

を
活
用
し
た
お
湯
は
入
浴

客
か
ら
の
評
判
が
高
い
。

　
四
日
市
と
い
う
と
か
つ

て
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
工

場
群
、
大
気
汚
染
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が

「
一
時
は
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
な
ど
で
騒
が
れ
ま
し
た

が
、
規
制
も
厳
し
く
な

り
、
私
の
小
さ
い
頃
に
く

ら
べ
て
最
近
は
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も

近
鉄
の
四
日
市
駅
周
辺
を

除
い
て
、
昔
の
に
ぎ
わ
い

が
中
心
街
に
は
な
い
の
が

さ
び
し
い
で
す
ね
」
と
話

す
。
　
ス
ー
パ
ー
セ
ン
ト
ウ
が

「
玉
の
湯
」
か
ら
２
㎞
も

な
い
と
こ
ろ
に
今
年
２
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
の
も
脅

威
で
あ
る
。

　
最
近
は
ス
ー
パ
ー
セ
ン

ト
ウ
も
競
争
が
厳
し
く
、

銭
湯
並
み
の
低
料
金
で
営

業
を
展
開
し
て
く
る
の
も

気
に
な
る
話
で
あ
る
。

　
ま
た
、
行
政
の
温
浴
施

設
も
銭
湯
を
圧
迫
し
て
い

る
の
も
見
逃
せ
な
い
事
実

だ
。
　
「
車
を
使
え
な
い
お
年

寄
り
に
と
っ
て
歩
い
て
通

え
る
近
く
の
銭
湯
が
消
え

て
し
ま
っ
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
地
域
と
一
緒
に
な

っ
て
こ
れ
ま
で
続
い
て
き

た
身
近
な
銭
湯
は
是
非
、

創
意
・
工
夫
し
て
、
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
な
が
ら
積
極

的
に
展
開
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
力
強
く
話
す
二
代

目
の
茂
毅
さ
ん
。

　
現
在
、
公
衆
浴
場
は
県

全
体
で
　
軒
。
四
日
市
市

５４

内
で
は
　
軒
あ
る
。
夫
婦

１０

と
　
歳
に
な
る
母
親
の
３

７２
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る

が
、
取
材
中
に
も
午
後
３

時
半
か
ら
の
開
店
準
備
の

た
め
立
ち
働
く
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　
「
親
父
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
８
年
が
す
ぎ
ま
し
た

が
、
創
業
か
ら
約
　
年
、

６０

派
手
さ
は
勿
論
な
い
で
す

け
ど
、
一
日
一
日
の
積
み

重
ね
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
く
ま
で
謙
虚
な
姿
勢

で
あ
る
。

唖

愛
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挨
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井
戸
水
を
活
用
し
た
湯
が
評
判

身
近
か
な
銭
湯
に
徹
す
る

（

）

三
重
県
四
日
市
市
中

部
四
番
三
号


〇
五
九
（
三
五

二
）
―
四
六
三
六

三
重
県
四
日
市
市「
玉
の
湯
」

　
福
岡
県
福
岡
市
組
合
で

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
銭
湯
」

と
銘
打
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
２
０
０
７
年
１
月
か
ら
市

内
の
銭
湯
で
実
施
し
て
い
る

が
、
仕
事
帰
り
に
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
を
楽
し
む
人
た
ち
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
今
年
の
仕
事
始
め
の
１
月

５
日
に
は
福
岡
市
中
央
区
の

「
大
手
門
浴
場
」
に
は
「
福

岡
明
走
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が

ロ
ッ
カ
ー
に
背
広
や
荷
物
を

入
れ
、
近
く
の
大
濠
公
園
周

辺
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
、
１
時

間
程
走
っ
た
後
、
再
び
銭
湯

に
戻
っ
て
ゆ
っ
く
り
、
お
湯

に
つ
か
っ
た
。

　
東
京
で
は
皇
居
一
周
を
走

る
ラ
ン
ナ
ー
が
銭
湯
を
利
用

す
る
姿
が
た
び
た
び
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
て
い
る
が
「
ほ

ど
よ
い
汗
を
か
い
た
後
、

広
々
と
し
た
銭
湯
で
ひ
と
風

呂
浴
び
る
の
は
最
高
の
ぜ
い

た
く
で
す
。
家
庭
の
風
呂
で

は
味
わ
え
な
い
開
放
感
が
あ

る
」
と
仕
事
帰
り
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
話
し
て
い
た
。

　
初
湯
の
こ
の
日
は
「
屠
蘇

湯
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
っ

た
。「
ラ
ン
ナ
ー
に
銭
湯
が

利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
う
れ

し
い
限
り
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

と
銭
湯
の
結
び
つ
き
で
、
利

用
客
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
け

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と

市
組
合
の
中
島
勝
美
理
事

長
。

旺

王

欧

翁

横

横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

  福
岡
市
組
合
  

ス
ポ
ー
ツ
応
援
銭
湯

大人の部・特賞



広
場

今
月
の
詩

風呂長寿のクスリ

☆アオシマチュウジ

風
呂
屋
の
オ
ヤ
ジ
の
番
台
ブ
ロ
グ
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か
に
そ
の
昔
は
衣
類
・
履

物
の
紛
失
盗
難
が
多
か
っ

た
ん
で
あ
る
。
戦
後
の
モ

ノ
不
足
の
時
代
に
は
な
ん

で
も
貴
重
品
だ
っ
た
か
ら

そ
の
貴
重
品
が
脱
い
で
あ

る
銭
湯
の
脱
衣
場
は
「
貴

重
品
狙
い
」
に
と
っ
て
格

好
の
場
所
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。こ
れ
は「
板
の
間
稼

ぎ
」
と
呼
ば
れ
ほ
と
ん
ど

が
常
習
犯
だ
っ
た
の
で
あ

り
、こ
の「
板
の
間
稼
ぎ
」

の
仕
業
は
江
戸
時
代
か
ら

間
違
っ
た
の
な
ら
代
わ
り

の
履
物
が
残
っ
て
い
る
か

ら
、
今
日
は
と
り
あ
え
ず

う
ち
の
サ
ン
ダ
ル
を
履
い

て
っ
て
よ
」
お
ば
ち
ゃ
ん
、

ア
タ
シ
の
再
三
言
う
「
間

違
い
か
イ
タ
ズ
ラ
」
の
言

葉
に
は
ど
う
も
釈
然
と
し

な
い
よ
う
だ
が
し
ょ
う
が

な
い
。
代
わ
り
の
サ
ン
ダ

ル
で
お
帰
り
に
な
っ
た
ん

で
あ
る
。

　
今
、
昔
な
ら
い
ざ
知
ら

ず

―
と
言
っ
た
が
、
確

と
言
っ
て
い
い
。
大
方
が

間
違
っ
た
か
あ
る
い
は
カ

ギ
を
掛
け
な
か
っ
た
と
い

う
の
で
イ
タ
ズ
ラ
を
さ
れ

た
ク
チ
な
ん
で
あ
る
。

が
、
念
の
た
め
ア
タ
シ
ャ

合
鍵
で
下
駄
箱
を
一
応
点

検
し
た
。
し
か
し
ど
こ
に

も
な
い
。
そ
こ
で
お
ば
ち

ゃ
ん
に
申
し
上
げ
た
よ

「
た
ぶ
ん
間
違
っ
て
履
い

て
い
っ
た
と
思
う
け
ど
、

店
が
終
わ
っ
た
ら
も
う
一

回
全
部
見
て
み
ま
す
よ
。

っ
て
行
く
ヒ
ト
は
ま
ず
い

な
い
ん
で
す
よ
」

「
で
も
…
…
」
と
心
配
そ

う
。
　
昔
を
知
る
人
は
モ
ノ
が

紛
失
す
る
や
す
ぐ
盗
ま
れ

た
と
い
う
感
情
に
な
る
。

湯
屋
稼
業
の
長
い
ア
タ
シ

に
は
そ
の
気
持
ち
が
わ
か

ら
ん
で
も
な
い
。
し
か
し

ね
え
、
モ
ノ
余
り
の
現
代

で
は
お
金
な
ら
と
も
か
く

履
物
や
衣
類
な
ど
を
持
っ

て
い
く
人
は
ま
ず
い
な
い

番
」
が
目
を
光
ら
せ
て
い

よ
う
と
も
そ
の
ス
キ
を
狙

っ
て
犯
行
に
及
ぶ
ケ
ー
ス

が
ま
ま
あ
っ
た
ん
だ
。
と

に
か
く
盗
難
の
現
場
検
証

に
来
た
お
巡
り
さ
ん
が

「
こ
れ
だ
け
込
ん
で
い
た

ら
あ
た
し
ら
が
張
り
番
を

し
て
も
難
し
い
だ
ろ
う
」

と
言
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ

る
か
ら
そ
の
対
応
の
難
し

さ
は
想
像
が
つ
こ
う
と
い

う
も
の
だ
。

　
そ
れ
が
昭
和
三
〇
年
代

に
ロ
ッ
カ
ー
が
導
入
さ

れ
、
併
せ
て
高
度
成
長
期

に
な
っ
て
庶
民
が
裕
福
な

階
段
を
駆
け
上
が
る
時
代

と
な
る
に
及
び
、
衣
服
へ

の
価
値
観
も
そ
ん
な
に
大

き
な
も
の
で
は
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に

板
の
間
稼
ぎ
も
急
激
に
減

っ
た
が
、
新
し
く
出
て
き

た
の
が
ロ
ッ
カ
ー
を
合
鍵

な
ど
で
開
け
金
品
だ
け
を

抜
き
取
る
と
い
う
「
ロ
ッ

カ
ー
荒
ら
し
」
と
い
う
不

逞
な
輩
で
あ
る
。
し
か
し

近
年
は
合
鍵
を
作
り
に
く

い
錠
前
も
開
発
さ
れ
て
き

て
そ
の
数
は
ぐ
ん
と
減
っ

た
が
、
何
し
ろ
ロ
ッ
カ
ー

荒
ら
し
は
常
習
で
あ
る
。

あ
の
手
こ
の
手
と
考
え
て

き
て
犯
行
に
及
ぶ
か
ら
い

絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
番

台
に
も
何
と
も
頭
の
痛
い

問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
タ
シ
が
こ
の
稼
業
に

入
っ
た
昭
和
二
〇
年
代
は

ロ
ッ
カ
ー
が
な
く
、
衣
服

を
入
れ
る
籐
で
で
き
た
脱

衣
篭
が
あ
っ
て
客
は
そ
の

篭
に
着
衣
を
脱
い
で
入
浴

し
た
ん
で
あ
る
。
当
時
は

何
し
ろ
ゴ
ッ
タ
返
し
の
イ

モ
洗
い
と
い
う
お
客
さ
ん

の
数
で
あ
る
。
脱
衣
場
に

は
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ

ど
篭
が
並
ぶ
。
そ
こ
で
番

台
は
板
の
間
稼
ぎ
に
対
応

す
る
た
め
女
中
さ
ん
を

「
添
い
番
」
と
い
う
形
で

見
張
り
に
置
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
「
板
の
間
稼

ぎ
」
は
プ
ロ
で
あ
り
そ
の

手
口
は
巧
妙
で
「
添
い

　
午
後
十
一
時
過
ぎ
、
も

う
ラ
ス
ト
ラ
ウ
ン
ド
だ
。

そ
ん
な
時
、
常
連
の
七
十

近
い
お
ば
ち
ゃ
ん
が
「
履

物
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

の
」
と
フ
ロ
ン
ト
へ
や
っ

て
き
た
。

「
サ
ン
ダ
ル
な
ん
だ
け
ど

あ
た
し
は
い
つ
も
下
駄
箱

の
カ
ギ
を
取
ら
な
い
か
ら

持
っ
て
い
か
れ
ち
ゃ
っ
た

の
か
ね
え
」
と
心
配
顔
で

あ
る
。

「
サ
ン
ダ
ル
が
な
い
？
　

カ
ギ
は
掛
け
た
ま
ん
ま
？

　
い
た
ず
ら
さ
れ
ち
ゃ
っ

た
か
な
」

「
女
物
の
サ
ン
ダ
ル
な
ん

だ
け
ど
、
も
っ
て
い
か
れ

ち
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」

「
い
や
、
昔
な
ら
と
も
か

く
、
今
は
履
物
な
ん
か
取

鞍
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鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

つ
ま
で
た
っ
て
も
油
断
が

で
き
な
い
。

　
と
に
か
く
ロ
ッ
カ
ー
荒

ら
し
の
対
抗
策
は
「
入
浴

に
貴
重
品
を
持
っ
て
こ
な

い
」
こ
と
に
尽
き
る
ん
だ

が
実
際
に
は
な
か
な
か
で

き
な
い
こ
と
だ
。
そ
こ
で

ど
こ
の
浴
場
で
も
「
貴
重

品
は
番
台
に
お
預
け
く
だ

さ
い
」
の
表
示
を
し
て
お

く
。
と
い
う
こ
と
で
こ
こ

で
お
客
さ
ん
へ
の
お
願
い

が
一
つ
。
万
一
貴
重
品
を

持
参
し
た
ら
か
な
ら
ず
フ

ロ
ン
ト
へ
預
け
て
く
だ
さ

い
ね
。こ
の
ブ
ロ
グ
を
か
り

て
心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
さ
て
、
初
め
の
履

物
紛
失
の
結
果
に
戻
ろ

う
。
閉
店
後
、
下
駄
箱
を

全
部
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ん
だ

な
。
そ
し
た
ら
お
ば
ち
ゃ

ん
が
入
れ
た
と
い
う
下
駄

箱
に
サ
ン
ダ
ル
が
ち
ゃ
ん

と
入
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。

う
～
ん
や
っ
ぱ
り
…
…
。

間
違
っ
て
履
い
て
い
っ
た

人
が
後
刻
そ
っ
と
戻
し
て

お
い
た
ん
で
す
な
。
お
ば

ち
ゃ
ん
さ
あ
。
明
日
お
見

え
に
な
っ
た
ら
ち
ゃ
ん
と

説
明
し
ま
す
か
ら
ね
。
で

も
盗
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
く

て
よ
か
っ
た
よ
ね
え

―
。

（
東
京
都
組
合
）
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盗

難

は

ね

え

星
野
　
剛

陽
光

　
才
の
老
人
に
仕
事
を
与
え
る
と

８０パ
ッ
と

目
が
輝
き

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
メ
モ
な
ど

と
る
と
い
う

仕
事
と
は
お
金
は
も
ち
ろ
ん
人
と

 繋
 り

つ
な
が

人
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
と
つ
き
合
う

技
術
と
か

い
い
と
こ
ろ
を
引
き
出
せ
る
関
係

力
が
身
に
つ
く
と
こ
ろ

一
人
の
中
に
は
弱
さ
も
強
さ
も

優
し
さ
も

冷
淡
さ
も
あ
る
と
。

自
分
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
。

そ
れ
は
一
生
か
か
る
修
業
の
よ
う

な
気
も
し
ま
す

わ
た
し
は
思
う

毎
日
訪
れ
る
陽
の
光
が
澄
ん
で
い
る
の
に

気
が
つ
い
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
だ
ろ
う

待
つ

 氷
 の
下
に
ひ
れ
伏
し
た
こ
こ
ろ
が

こ
お
り

ひ
と
つ
に
固
ま
っ
て

じ
っ
と

堪
え
待
ち
望
ん
で
い
る
人
の
と
こ
ろ
に
だ
け

春
は
や
っ
て
く
る
の
で
す

釣
り
糸
を
垂
ら
す
釣
り
人
の
よ
う
に

鳥

と
べ
る
と
り

と
べ
な
い
と
り

い
ろ
ん
な
と
り

お
ほ
し
さ
ま
の
出
て
い
る
月
夜

ほ
ぉ
ほ
ぉ
ほ
ぉ
と
夜
に
と
ぶ
と
り

ふ
し
ぎ
な
力
を
宿
し
生
き
る
よ
す
が
と
し
て

次
か
ら
次
と
守
っ
て
い
る

勇
敢
に
初
々
し
く
跳
ん
だ
り
は
ね
た
り

ぶ
つ
か
っ
た
り

戯
れ
る
風
の
よ
う
に

（
鳥
取
市
・
元
湯
温
泉
）

吐
堵

殿
殿
殿
殿
殿
殿
殿
殿
殿
殿
殿

小
谷
　
早
苗

　
　

山
田
　
博
史

下
や
喪
失
し
、
四
親
等
以
内

の
親
族
な
ど
が
家
庭
裁
判
所

へ
申
し
立
て
、
成
年
後
見
人

な
ど
を
選
任
す
る
。
任
意
後

見
制
度
は
、
本
人
の
判
断
能

力
が
衰
え
る
前
に
後
見
人
と

任
意
後
見
契
約
を
結
び
、
判

断
能
力
が
低
下
・
喪
失
し
た

時
に
契
約
は
発
効
す
る
と
い

う
も
の
。

　
金
融
機
関
の
喫
緊
の
課
題

は
こ
の
「
成
年
後
見
制
度
」

を
職
員
全
員
が
正
し
く
理
解

し
、
お
客
様
に
そ
の
制
度
の

有
効
性
と
必
要
性
を
遍
く
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

号
で
説
明
し
た
「
リ
バ
ー
ス

モ
ー
ゲ
ー
ジ
」
と
い
っ
た
資

産
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
を
活
用

し
た
商
品
開
発
も
必
要
だ
。

　
ま
た
、
高
齢
者
人
口
増
加

に
伴
い
、
認
知
症
高
齢
者
も

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
金
融
機
関
と
し
て
は
、

あ
る
程
度
の
認
知
能
力
の
低

下
を
予
想
と
し
た
金
融
取
引

を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
き
た
。
特
に
預
金

の
支
払
あ
る
い
は
借
入
行
為

に
関
し
て
安
易
な
対
応
は
金

融
機
関
に
と
っ
て
二
重
払
い

や
借
入
行
為
が
取
消
さ
れ
、

当
該
高
齢
者
が
借
入
金
を
浪

費
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
金

融
機
関
は
借
入
金
の
返
還
を

請
求
で
き
な
い
な
ど
の
リ
ス

ク
が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
リ

ス
ク
回
避
を
優
先
し
高
齢
者

を
遠
ざ
け
る
だ
け
で
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
超
高
齢
化
社
会

に
向
け
て
、
加
齢
に
伴
う
認

知
症
の
顧
客
へ
の
対
応
策
の

一
つ
と
し
て
「
成
年
後
見
制

度
」
が
あ
る
。
判
断
能
力
が

不
十
分
な
た
め
に
財
産
侵
害

を
受
け
た
り
、
人
間
と
し
て

の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
、
法
律
面
や
生
活
面
で
支

援
す
る
身
近
な
仕
組
み
だ
。

　
同
制
度
は
、
①
法
定
後
見

制
度
②
任
意
後
見
制
度
に
分

か
れ
る
。
法
定
後
見
制
度
は

本
人
の
判
断
能
力
が
既
に
低

者
に
対
し
て
の
販
売
に
お
い

て
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
顕
在

化
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

「
金
融
商
品
販
売
法
」
が
制

定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
特
に
高
齢
者
の
投
資
行
為

に
つ
い
て
は
意
思
能
力
の
存

在
に
疑
念
が
生
じ
た
ら
、
原

則
申
出
を
謝
絶
す
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
ま
す
。
相
変
わ
ら

ず
「
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
の
」

後
追
い
規
制
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
金
融
資

産
の
六
割
を
高
齢
者
が
占
め

る
現
状
に
あ
り
、
そ
の
殆
ど

は
金
融
機
関
が
預
貯
金
と
い

う
形
で
お
預
か
り
し
て
い

る
、
金
融
機
関
の
責
任
と
役

割
は
、
よ
り
一
層
の
重
要
性

が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
高

齢
者
に
と
っ
て
、
金
融
取
引

に
お
い
て
一
番
信
頼
で
き
る

の
は
や
は
り
金
融
機
関
で
あ

る
。
金
融
機
関
は
高
齢
者
の

資
産
の
一
部
を
管
理
し
て
お

り
、
権
利
侵
害
を
さ
せ
な
い

た
め
の
防
波
堤
と
い
う
立
場

に
あ
る
。
高
齢
者
の
資
産
に

対
す
る
不
正
防
止
の
役
割
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
年
金
収
入
な
ど
フ
ロ
ー

で
な
く
、
本
紙
の
昨
年
八
月

保
つ
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で

す
。
　
現
在
、
我
が
国
の
金
融
資

産
千
五
百
兆
円
の
う
ち
、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
が
六
割
を
占
め
る
と
も
言

わ
れ
、
そ
の
資
産
の
流
動
性

が
極
め
て
乏
し
い
な
ど
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
「
預
金
か
ら

投
資
へ
」
を
謳
い
文
句
に
、

投
資
経
験
も
知
識
も
な
い
高

齢
者
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
リ

ス
ク
商
品
（
投
資
信
託
・
外

貨
預
金
・
個
人
年
金
保
険
等
）

の
販
売
を
金
融
機
関
は
こ
ぞ

っ
て
行
っ
た
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
高
齢

　
い
ま
や
我
が
国
の
人
口
の

五
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
お

り
、
二
〇
五
〇
年
に
は
三
人

に
一
人
が
高
齢
者
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の

健
康
度
に
つ
い
て
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
類
型
化
さ
れ
る
と

言
い
ま
す
。
七
十
歳
代
前
半

ご
ろ
ま
で
は
健
康
度
が
高

く
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に
健
康

度
が
下
が
っ
て
く
る
人
は
、

全
体
の
七
〇
％
を
占
め
、
二

〇
％
の
人
は
、
六
十
歳
代
で

急
激
に
健
康
度
が
低
下
し

て
、
亡
く
な
る
か
寝
た
き
り

と
い
っ
た
状
態
に
な
る
。
残

り
の
一
〇
％
は
、
九
十
歳
代

ま
で
非
常
に
高
い
健
康
度
を

高
齢
化
社
会
の
今「
成
年
後
見
制
度
」を

理
解
し
推
進
す
る
こ
と
は
、

金
融
機
関
の
役
割

　
東
浴
信
用
組
合

　
監
査
部
長

（
　
　
　
　
　
　
）
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ダイエットの漢方薬　　　　

防風通聖散が一番効く飲み方

い
る
よ
う
な
場
合
は
、
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で

す
。
品
質
の
い
い
防
風
通
聖

散
ほ
ど
味
が
優
れ
て
い
る
の

は
、
先
ほ
ど
の
ハ
ン
バ
ー
グ

の
例
と
同
じ
。
品
質
の
最
後

の
決
め
手
は
あ
な
た
の
舌
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
薬
を
飲

む
と
解
毒
作
用
の
一
つ
と
し

て
下
痢
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
長

く
は
続
き
ま
せ
ん
。
下
痢
の

後
は
便
秘
も
解
消
し
適
切
に

便
通
が
起
こ
り
、
体
が
整
え

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
腹
部
の

毒
だ
け
で
な
く
、
血
管
の
中

や
皮
膚
の
毒
な
ど
も
排
出
さ

れ
て
い
く
の
で
、
だ
ん
だ
ん

と
肥
満
も
解
消
さ
れ
て
い
く

の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
良
薬
は
口

に
苦
し
」
と
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
西
洋
医
薬
に
当
て
は

ま
る
こ
と
。
漢
方
薬
の
場
合

は
こ
の
逆
で
、
品
質
の
い
い

薬
ほ
ど
お
い
し
い
と
感
じ
ら

れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　
消
化
器
系
の
不
調
に
使
う

薬
は
苦
い
も
の
が
多
い
の
で

苦
味
健
胃
薬
と
い
い
ま
す

が
、
実
際
胃
が
悪
い
と
き
に

は
苦
く
感
じ
な
い
と
い
い
ま

す
。
苦
い
と
感
じ
た
と
き
は

も
う
治
っ
た
証
拠
だ
と
。
つ

ま
り
、
体
が
そ
の
薬
を
求
め

て
い
る
と
き
に
は
、
薬
の
味

は
心
地
よ
い
も
の
な
の
で

す
。
天
然
の
生
薬
か
ら
作
ら

れ
た
薬
の
特
徴
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
防
風
通
聖
散
も
同
様
で
、

こ
の
処
方
を
求
め
る
証
、
つ

ま
り
栄
養
過
多
で
排
出
す
べ

き
毒
素
が
体
内
に
た
ま
っ
て

が
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
す
。
生

姜
は
シ
ョ
ウ
ガ
の
こ
と
で
す

が
、
漢
方
生
薬
で
シ
ョ
ウ
ガ

は
生
姜
、
乾
生
姜
、
乾
姜
の

３
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

効
能
も
用
途
も
ま
っ
た
く
異

な
り
ま
す
。
本
来
漢
方
処
方

で
生
姜
を
使
う
と
い
う
場
合

は
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ネ
シ
ョ
ウ

ガ
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
こ
れ
を
使
う
こ
と

が
で
き
な
い
決
ま
り
な
の

で
、
日
本
薬
局
方
で
い
う
生

姜
、
つ
ま
り
乾
生
姜
を
代
用

し
ま
す
（
量
は
３
分
の
１
か

ら
４
分
の
１
に
減
ら
す
）
。

防
風
通
聖
散
の
場
合
も
同

様
。
実
は
こ
れ
が
ネ
ッ
ク

で
、
防
風
通
聖
散
の
シ
ャ
ー

プ
な
効
き
目
を
損
ね
る
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
の

生
姜
、
つ
ま
り
ヒ
ネ
シ
ョ
ウ

ガ
は
発
汗
作
用
が
あ
り
ま
す

が
、
乾
生
姜
に
は
内
臓
を
温

め
る
作
用
の
ほ
う
が
強
い
か

ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
も
し

防
風
通
聖
散
を
飲
む
場
合

は
、
別
に
ヒ
ネ
シ
ョ
ウ
ガ
を

３
～
５
ｇ
く
ら
い
す
り
お
ろ

し
て
、
一
緒
に
服
用
す
る
と

本
来
の
効
果
が
生
ま
れ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
品
質
の

着
目
点
、
そ
の
２
で
す
。 

省
で
産
す
る
も
の
で
す
が
、

瀉
下
で
用
い
る
場
合
は
生
の

も
の
を
、
そ
れ
以
外
の
目
的

の
も
の
は
修
治
、
す
な
わ
ち

熱
を
加
え
て
調
理
し
た
も
の

を
使
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
防
風
通
聖
散
は
瀉
下
で

用
い
ま
す
か
ら
、
生
の
も
の

で
な
い
と
効
果
が
き
ち
ん
と

現
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
が
良
質

の
着
目
点
、
そ
の
１
。

　
次
に
生
姜
で
す
が
、
こ
れ

　
さ
て
、
次
に
注
目
の
品
質

の
話
で
す
。
同
じ
「
防
風
通

聖
散
」
と
い
う
商
品
名
で
販

売
さ
れ
て
い
る
漢
方
薬
で

も
、
内
容
は
同
じ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
効
く
も
の
も
あ
れ

ば
効
か
な
い
も
の
も
。

　
な
ぜ
か
。
漢
方
処
方
を
構

成
す
る
の
は
生
薬
で
す
か

ら
、
そ
の
生
薬
の
品
質
が
よ

く
な
け
れ
ば
、
出
来
上
が
っ

た
も
の
が
い
い
わ
け
は
あ
り

ま
せ
ん
。
い
い
肉
で
作
っ
た

ハ
ン
バ
ー
グ
と
く
ず
肉
の
ハ

ン
バ
ー
グ
、
味
が
違
う
の
は

当
た
り
前
で
す
ね
、
そ
れ
と

同
じ
こ
と
。

　
特
に
　
種
も
の
生
薬
で
構

１８

成
さ
れ
る
防
風
通
聖
散
は
、

一
つ
一
つ
の
生
薬
の
量
が
少

な
い
だ
け
に
、
品
質
が
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。

た
だ
、　

種
す
べ
て
の
生
薬

１８

を
説
明
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
今
回
は
大
黄

と
生
姜
の
２
つ
に
絞
っ
て
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
大
黄
で
す
が
、
プ
ロ

が
選
ぶ
場
合
は
表
面
が
黄
褐

色
、
身
が
重
く
て
材
質
が
堅

く
、
油
性
が
あ
っ
て
味
が
苦

い
が
渋
み
は
な
く
、
噛
む
と

粘
り
気
の
出
て
く
る
も
の
を

良
品
と
し
ま
す
。
主
に
四
川

設
計
に
な
っ
て
い
る
処
方
で

す
。
　
つ
ま
り
防
風
通
聖
散
は
、

体
の
中
に
過
剰
に
入
っ
た
栄

養
が
毒
素
と
な
り
、
た
く
さ

ん
の
毒
が
た
ま
っ
て
起
こ
る

病
気
の
治
療
を
目
的
と
し
た

処
方
で
す
。
 

て
 滑
  石
 、 
白
  朮
 が
配
合
さ

か
つ
 せ
き
 

び
や
く
 じ
ゅ
う

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

発
汗
・
利
尿
・
瀉
下
に
よ
っ

て
体
液
が
過
度
に
失
わ
れ
な

い
よ
う
に
 当
  帰
 、 
白
  芍
 に

と
う
 
き
 

び
や
く
 し
や
く

よ
っ
て
滋
養
強
壮
を
図
り
、

白
朮
に
よ
っ
て
消
化
と
吸
収

を
促
進
す
る
と
い
う
複
雑
な

　
こ
の
防
風
通
聖
散
は
今
か

ら
８
０
０
年
ほ
ど
前
に
考
案

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
劉
完

素
が
著
し
た
『
宣
明
論
』
に

記
さ
れ
た
薬
で
す
。　

種
の

１８

生
薬
か
ら
成
る
処
方
で
す

が
、 加
  味
  逍
  遥
  散
 は
　
種
、

か
 
み
 し
よ
う
 よ
う
 さ
ん

１０

有
名
な
 葛
  根
  湯
 は
７
種
で
す

か
つ
 こ
ん
 と
う

か
ら
、
そ
れ
ら
と
比
べ
る
と

大
変
薬
味
が
多
い
と
い
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
薬
味
の
多

い
処
方
を
「
後
世
方
」
と
い

い
ま
す
。
漢
方
は
証
（
体
質
）

と
処
方
が
合
わ
な
い
と
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
後
世
方

の
い
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
証

の
人
で
も
対
応
で
き
る
適
応

範
囲
の
広
い
薬
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生

薬
の
種
類
の
少
な
い
処
方
を

古
方
と
い
い
、
こ
れ
は
証
が

ピ
タ
リ
と
合
う
と
鋭
い
効
果

を
発
揮
し
ま
す
。

　
発
汗
と
熱
の
放
散
を
促
進

す
る
生
薬
と
し
て
 麻
  黄
 、 
荊
 

ま
 お
う
 

け
い

 芥
 、
防
風
、 
生
  姜
 、 薄
  荷
 、

が
い
 

し
よ
う
 き
よ
う
 
は
つ
 か

 連
  翹
 、 
川
  
が
、
消
炎
・
解

れ
ん
 ぎ
よ
う
 
せ
ん

熱
・
鎮
静
の
生
薬
と
し
て
連

翹
、 山
  梔
  子
 、 黄
  苓
 、 石
  膏
 、

さ
ん
 し
 
し
 

お
う
 ご
ん
 

せ
つ
 こ
う

生
 甘
  草
 、 桔
  梗
 が
、 
瀉
  下
 

か
ん
 ぞ
う
 

き
 
き
よ
う
 

し
や
 
げ

（
栄
養
や
体
力
が
充
満
し
す

ぎ
て
起
る
不
調
に
対
し
て
、

そ
の
体
内
の
余
分
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
毒
素
を
外
に
出
す
こ

と
）
の
生
薬
と
し
て
 大
  黄
 、

だ
い
 お
う

 芒
  硝
 が
、
利
尿
の
生
薬
と
し

ぼ
う
 し
よ
う

き
よ
う

で
す
し
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
も
根
本
と

な
る
原
因
は
体
の
中
に
た
ま

っ
た
毒
素
で
す
か
ら
、
代
謝

を
活
発
に
し
て
毒
素
を
体
外

に
排
出
さ
せ
れ
ば
治
り
ま

す
。 

化
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、

痛
風
な
ど
の
引
き
金
に
な
り

ま
す
。
美
し
い
外
見
も
大
切

で
す
が
、
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
に
も
肥
満
は
速
く
解

消
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
漢
方
や
せ
薬
と
し

て
多
く
の
人
に
愛
飲
さ
れ
て

い
る
処
方
に
「
 防
  風
  通
  
聖
 

ぼ
う
 ふ
う
 つ
う
 し
よ
う

 散
 」
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

さ
ん単

な
る
や
せ
薬
と
し
て
よ
り

も
、
痛
風
や
頑
固
な
皮
膚
病

の
隠
れ
た
特
効
薬
と
し
て
こ

の
防
風
通
聖
散
に
注
目
し
て

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、 
大
 

だ
い

 柴
  胡
  湯
 や
 桂
  枝
  茯
  苓
  丸
 と

さ
い
 
こ
 
と
う
 

け
い
 
し
 
ぶ
く
 り
よ
う
 が
ん

い
う
痛
風
に
よ
く
用
い
ら
れ

る
処
方
を
飲
ん
で
よ
く
な
ら

な
か
っ
た
人
が
、
防
風
通
聖

散
を
併
用
し
た
ら
ぴ
た
っ
と

痛
み
が
な
く
な
っ
た
例
や
、

何
を
飲
ん
で
も
効
か
な
い
大

人
の
ア
ト
ピ
ー
に
、
苦
し
紛

れ
に
防
風
通
聖
散
を
飲
ま
せ

た
ら
た
ち
ど
こ
ろ
に
よ
く
な

っ
た
と
い
う
例
を
目
の
当
た

り
に
し
た
か
ら
で
す
。

　
痛
風
は
代
謝
障
害
の
病
気

条
件
を
た
っ
ぷ
り
そ
ろ
え
た

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
な
が

ら
、
な
ん
と
も
ワ
ガ
マ
マ
な

話
で
す
が
、
肥
満
は
様
々
な

生
活
習
慣
病
の
原
点
で
も
あ

り
、
放
っ
て
お
け
ば
動
脈
硬

　
半
袖
で
外
出
す
る
季
節
に

な
る
と
決
ま
っ
て
増
え
る
漢

方
相
談
が
「
や
せ
た
い
」「
ス

マ
ー
ト
な
体
型
に
な
り
た

い
」
で
す
。
過
食
、
飽
食
、

そ
し
て
運
動
不
足
。
肥
満
の

６
月
か
ら
愛
飲
者
が
 

増
す
漢
方
の
や
せ
薬

過
剰
な
栄
養
か
ら
生
ま
れ
た

毒
素
を
排
出
す
る
　
　
　
　

効
果
を
出
す
に
は
　
　
　
　

お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
と
一
緒
に

漢
方
の
常
識
　
　
　
　

「
効
く
薬
は
味
が
い
い
」

生姜
ショウキョウ

いわゆるヒネショウガ。日本、

中国、韓国、ベトナム、インド、

西アフリカなど世界各国で広く

生産される。肥大し、汁が多

く、辛味が強く、香気のよいも

のしい物がよい

大黄
ダイオウ

表面が黄褐色、錦紋と黒点が明

瞭で、身が重く、材質が堅く、

油性があり、においが清らか、

味は苦いが渋くなく、かむと粘

り気が出るものを良品とする。

３年以上生育した株を選び、９

～１０月に採集する

東
浴
広
報
誌
１
０
１
０

　
号
よ
り
転
載

９２
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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